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福
島
県
立
博
物
館
で
会
津
中
央
病
院
の
寄
託
資
料
を
調
査
し

た
折
、
『
五
輪
砕
」
と
題
す
医
書
を
見
出
し
た
。
本
書
は
八
丁
よ

り
成
り
、
主
に
仏
教
色
の
強
い
絵
が
記
さ
れ
て
い
る
。
『
五
輪
砕
」

は
国
耆
総
目
録
で
は
謡
関
連
の
も
の
の
み
で
、
医
書
類
は
存
在

し
な
い
。
本
書
の
内
容
を
検
討
し
た
結
果
、
表
題
は
違
っ
て
い

て
も
、
内
容
が
近
似
す
る
医
書
が
数
多
く
存
在
す
る
こ
と
が
明

ら
か
と
な
っ
た
。
本
発
表
で
は
『
五
輪
砕
」
の
内
容
を
検
討
す

る
と
と
も
に
、
関
連
医
書
と
の
共
通
点
、
お
よ
び
、
そ
れ
ら
医

書
群
の
意
義
を
検
討
し
た
。

『
五
輪
砕
」
の
内
容
は
そ
の
名
が
示
す
よ
う
に
、
五
輪
の
塔
が

地
水
火
風
空
の
各
要
素
（
五
大
）
に
解
体
し
、
五
臓
や
五
体
な

ど
の
身
体
が
形
成
さ
れ
る
過
程
を
図
式
的
に
示
し
て
い
る
。
は

じ
め
に
五
輪
塔
図
（
①
）
、
次
に
仏
頭
に
お
け
る
七
籔
図
（
②
）
、

五
臓
図
（
③
）
を
描
き
、
五
大
の
要
素
ご
と
に
線
で
繋
い
で
い

59

『
五
輪
砕
』
の
検
討

遠
藤
次
郎
・
中
村
輝
子

東
京
理
科
大
学
薬
学
部

る
。
ま
た
、
背
骨
の
図
（
④
）
と
五
大
の
色
体
表
（
⑤
）
、
六
脈

図
（
⑥
）
、
皮
脈
肉
筋
骨
や
七
籔
図
（
⑦
）
を
線
で
繋
い
で
い
る

例
も
み
ら
れ
る
。
こ
の
他
、
五
輪
塔
の
前
に
梵
字
の
「
阿
」
字

（
③
）
、
ま
た
は
「
眼
」
字
を
大
き
く
描
き
、
文
字
を
解
体
し
て

五
輪
塔
の
五
大
の
要
素
と
繋
ぐ
例
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
三
焦

が
特
に
注
目
さ
れ
て
お
り
、
解
説
ま
た
は
図
が
描
か
れ
て
い
る

（
⑨
）
。
本
書
の
中
に
は
み
ら
れ
な
い
が
、
関
連
し
た
医
書
の
中

に
は
、
最
後
に
人
体
内
に
住
む
数
多
く
の
空
想
上
の
虫
の
図

（
⑩
）
を
載
せ
る
こ
と
が
多
い
。

演
者
ら
が
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
中
で
、
以
上
述
べ
た
『
五
輪
砕
」

の
内
容
ラ
ル
で
囲
っ
た
数
字
）
と
近
似
し
た
内
容
を
持
っ
た
医

書
を
以
下
に
示
し
た
。

１
．
「
五
輪
砕
井
病
形
」
（
宗
田
文
庫
蔵
、
『
図
録
日
本
医
事
文

化
資
料
集
成
」
第
四
巻
収
載
）
、
成
立
年
不
明
（
①
面
扁
駕
喫
⑩

の
順
に
掲
載
。
以
下
、
同
様
）
。

２
．
「
医
家
秘
法
・
解
剖
図
」
（
杏
雨
書
屋
蔵
、
乾
六
五
八
七
）
、

『
圓
覚
経
」
（
同
、
研
一
四
六
三
）
、
一
五
五
七
年
頃
成
立
？

３
・
〔
永
正
解
剖
図
〕
言
明
治
前
日
本
医
学
史
」
第
二
巻
七
一

（
…
）
。
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頁
）
、
一
五
一
三
年
（
、
凶
典
型
②
）
。

４
‐
『
五
臓
之
守
護
井
虫
之
図
」
（
九
州
大
学
医
学
部
図
書
館

蔵
）
、
成
立
年
不
明
（
③
の
云
叫
⑨
）
。

５
言
針
聞
書
」
（
九
州
国
立
博
物
館
蔵
）
一
五
六
八
年
（
③

、
⑩
）
。

６
．
『
安
西
流
馬
医
伝
書
』
（
三
井
高
孟
蔵
、
「
図
録
日
本
医
事

文
化
資
料
集
成
」
第
二
巻
所
収
）
、
一
四
六
四
年
、
『
安
西
流

馬
医
絵
巻
』
（
信
州
大
学
農
学
部
図
書
館
蔵
）
、
一
五
七
九
年

（
「
五
輪
砕
」
⑤
、
局
泳
淵
望
Ｑ
③
）
。
馬
の
五
輪
砕
の
例
で
、
こ

れ
ら
に
つ
い
て
は
松
尾
信
一
氏
に
よ
り
、
一
○
六
回
医
史
学

会
総
会
で
詳
細
に
発
表
さ
れ
て
い
る
。

以
上
に
挙
げ
た
『
五
輪
砕
」
関
連
の
医
書
の
他
、
室
町
末
期

に
か
け
て
流
行
し
た
曲
舞
謡
の
資
料
が
存
在
す
る
。
内
容
は
上

述
の
医
書
群
の
内
容
と
近
似
し
、
懐
胎
十
月
の
胎
児
の
形
成
過

程
を
五
輪
を
中
心
に
展
開
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
謡
に
み
ら
れ
る

『
五
輪
砕
」
は
医
書
に
み
ら
れ
る
『
五
輪
砕
」
の
見
方
が
大
衆
化

し
た
こ
と
を
示
す
例
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

『
五
輪
砕
」
に
み
ら
れ
る
医
説
の
大
き
な
特
徴
は
仏
教
医
学
を

基
本
と
し
な
が
ら
も
漢
方
の
医
論
を
う
ま
く
取
り
込
ん
で
い
る

点
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
漢
方
医
学
で
は
五
臓
を
中
心
に
考
え

る
の
で
中
枢
の
概
念
は
乏
し
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
仏
教
医
学

で
は
中
枢
の
概
念
は
明
確
で
あ
る
。
「
五
輪
砕
』
で
は
「
阿
」
と

い
う
哲
学
的
な
観
念
（
⑧
）
が
頭
部
（
②
）
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

脊
髄
（
④
）
を
介
し
て
五
臓
六
肺
（
③
⑥
）
や
皮
肉
筋
骨
（
⑦
）

へ
と
展
開
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
図
を
仔
細
に

検
討
す
る
と
、
図
を
作
る
に
際
し
て
、
漢
方
に
お
け
る
五
臓
論

や
鍼
灸
医
学
の
背
倫
穴
（
脊
柱
両
側
に
存
在
す
る
五
臓
六
脈
に

関
連
す
る
ツ
ボ
）
の
理
論
を
た
く
み
に
応
用
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
こ
こ
に
み
ら
れ
る
説
は
今
で
言
う
脳
、
脊
髄
の
中
枢

神
経
系
に
極
め
て
近
い
。
こ
の
他
、
三
焦
論
に
お
い
て
も
仏
教

医
学
と
漢
方
医
学
が
た
く
み
に
融
合
さ
れ
、
高
度
な
医
論
を
形

成
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
仏
教
医
学
は
漢
方
後
世
派
の
台

頭
と
と
も
に
表
舞
台
か
ら
は
姿
を
消
し
て
い
く
が
、
土
着
化
す

る
形
で
定
着
し
て
い
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
日
本
人
が
「
府
の
虫
」

や
「
腹
の
虫
」
な
ど
の
虫
を
好
む
の
も
、
「
五
輪
砕
」
を
は
じ
め

と
す
る
仏
教
医
学
の
影
響
と
い
え
よ
う
。


